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　附属図書館では、本学が所蔵する貴重資料を広く公開するため、毎年、貴

重文物展示を開催しています。今回の展示は第60回という節目にあたり

ます。附属図書館が持つ歴史資料のうち、特に、付設記録資料館で保存す

る古文書等を公開します。

　展示テーマは糸島の歴史です。近世から近代にかけての糸島半島西側の船

越湾周辺における開発に焦点を当てます。

　加えて、中央図書館が所蔵する糸島地域の地図、自治体史等の地域誌も展

示します。また、11月21日には、展示の監修者である記録資料館の梶嶋

政司助教および原口大輔講師による講演会（参加無料）も開催します。た

くさんの方のご来場をお待ちしています。

　なお、本展示会の経費の一部は九州大学デジタル資料整備事業により皆様

からご支援いただきました。心よりお礼を申し上げます。

　麻生家文書（寄託）に含まれる簿冊類や書簡を通じ、船越鉄道株

式会社の創設と活動、船越湾開発の挫折といった明治期における糸島

地域の開発構想を探ります。

　三苫家文書や三奈木黒田家文書に残された新田開発に関する資料を

読み解き、そこから糸島地域の近世史を描きます。

近世における辺田潟の開発

船越鉄道と船越築港


